
参加者全員で「はい、チーズ！」▲▲度会事務局長のあいさつを聞く参加者
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　連合愛知青年委員会は７月３０日、ホテルグランコート

名古屋において「２０１０ふれあいフェスティバル」を開催

した。このフェスティバルは、若年層組合員に対する構

成組織の枠を越えた交流機会の提供、さらには連合愛

知活動への参加促進などを目的に実施している。２０１０

年度は構成組織・加盟組合から２９５名、連合愛知青年委

員など、合計３１０名の参加があった。

　連合愛知・度会事務局長のあいさつ、横井青年副委

員長による連合愛知の活動紹介に続いて、テーブルご

との自己紹介や構成組織にまつわるミニクイズ大会な

どを行った。ほとんどの参加者が初対面ということもあ

り、初めはなかなか会話も進まない様子だったが、時間

が経つにつれて互いに打ち解けあい、いろいろな場面

で談笑する参加者の姿が見られるようになった。また、

名刺やアドレス交換が行われるなど、参加者同士がネッ

トワークの輪を広げることができた。フェスティバルの

中盤には、グループ対抗クイズ大会やダンス＆マジック「パ

ペッション」によるステージショー、最後にはグランコー

ト名古屋の宿泊券・デジタルカメラ・リトルワールド招待

券などが当た

る大抽選会が

行われ、会場

は若年層組合

員の熱い熱気

で大いに盛り

上がった。



　連合愛知は行政に対して、勤労者・生活者の立場に立

った政策を反映させることを目的に、毎年「重点要望書」

を策定している。２０１０年度は、７月２８日

に愛知県や愛知労働局、名古屋市に対

して、それぞれ重点要望書を提出した。

　愛知県に対するあいさつの中で神野

会長は、中小企業を中心とした厳しい

経営状況や雇用環境などについてふれ、

課題克服に向けて関係機関への指導を

はじめとした積極的対応を求めた。小

川副知事からは、「中小企業支援策の

強化」「雇用の創出や就労支援」「安全

なまちづくり」「県財政の安定化に向け

た取り組み」等についてのコメントがあ

った。その後の意見交換では、参加者

から、雇用を守ることの重要性や地方

分権にかかわる権限委譲の在り方など、多くの要望や

意見が出された。

▲小川副知事に重点要望書を手渡す神野会長

広島（左）・長崎（右）の平和行動に参加したみなさん▲

 

　今年は、広島と長崎に原子爆弾が投下されてから、６５

回目の夏となった。連合は、平和への意識喚起、核兵器

廃絶など恒久平和の実現を目指し、広島と長崎におい

て平和行動を実施した。連合愛知からは、唐戸嶋副会

長を団長とする１５名が「平和行動in広島」に、また、綱

木副会長を団長とする１９名が「平和行動in長崎」に参

加した。

　それぞれの平和行動参加者は、「核兵器廃絶２０１０平

和大会」に出席したり、現地ボランティアの説明を受け

ながら慰霊碑などを巡るピースウォークに参加したりし

た。８月６日には広島で「広島市原爆死没者慰霊式並び

に平和祈念式」が、９日には長崎で「長崎原爆犠牲者慰

霊平和記念式典」が行われ、全国の被爆者や遺族など

とともに参列した。

　参加者は、平和行動への参加を通して、今も残る原爆

の爪痕を再確認し、現在も後遺症に苦しむ被爆者の証

言を聞き、戦禍によって亡くなられた方々の冥福を祈る

とともに、恒久平和の尊さを改めて実感した。



　連合愛知官公部門は、８月の人事院勧告期を迎えるに

あたり、公務労働者の労働条件の改善や生活の向上な

どを求めて行政への要請行動を実

施した。

　７月２０日に行った人事院中部事務

局への要請行動には、加賀部門長を

はじめとする官公部門構成組織の

代表者１４名が参加した。「要求書」

を提出したあとに意見交換が行われ、

「５０歳台後半層の給与引き下げを

安易に行わないこと」「臨時・非常

勤職員の処遇改善に向け、積極的な

対応を行うこと」等、切実な要望を

強く訴えた。同日には愛知県人事委

員会に対しても、「要望書」を提出し

ており、意見交換の場では、「減額措

置後の給与に基づく公民較差を踏

まえた勧告を行うこと」などについ

ての要望を強く訴えた。なお、７月２９日には名古屋市人

事委員会に対する要請行動を行っている。

▲あいさつをする加賀部門長（対人事院中部事務局）

修了証を手に「これからもがんばります！」▲

　連合愛知は７月３１日、ワークライフプラザれあろにお

いて第６期ボランティアリーダーズスクール（第６回目）

を行った。連合愛知と愛知労福協が連携して行ってい

るこのリーダーズスクールは、ボランティアに関する研修・

実習などを通して、自立したボランティア活動のリーダ

ー育成を目指している。

第６期となる２０１０年度

には１８名の受講者があ

った。

　受講者は朝から金山

駅周辺の清掃活動を行

った後、早速２つの講義

を受けた。第１講ではト

ヨタボランティアセン

ター元所長の鈴木盈宏

氏から「企業人として

のボランティア活動」と

題した講義を、第2講

ではオフィスアマノの

天野由利子氏から「ボ

ランティアリーダーズ

への期待」と題した講義を受けた。引き続き行われた

修了式では、受講生全員から、「無理をせず、自分にで

きることから始めていきたい」「自分探しの一歩として

受講したが、とてもよい経験ができた」など、今後ボラ

ンティア活動を行っていく上での決意の発表があった。

一人ひとりの修了生が、真剣に言葉をかみしめながら決

意を述べる姿が印象的であった。



　連合愛知は、労働組合の役職員が安心して組合活動

に従事できる保障制度の一つとして労働組合役員共済

制度を設けている。この制度の有効活用、並びに給付水

準の改善（※参照）の周知を目的として、２０１０役員共済

加入促進キャンペーンを下記の要領で実施する。

　　（１）期　　間：２０１０年９月３０日（木）まで

　　（２）申込み・問い合わせ：役員共済会事務局

　　　　　　　　　（連合愛知内）　　０５２-６８４-０００５

 ※【給付水準の改善】

　  療養共済金の支払い免責日数を、現行５日以上から

　  ３日以上とする。  ２０１０年８月１日（日）申請分より



【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知各種委員会の委員交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり委員を交

　代する。

　　  委員会名    構成組織名      新            旧

　　総務委員会　電力総連　勝岡信明　加藤孝雄

　　中小・雇用労働委員会 　　 〃 　　      〃 　　       〃

　　男女平等参画推進委員会 　　 〃         上野香織　鮎川弓子

３．連合愛知２０１０春季生活闘争のまとめ

４．構成組織の組織拡大について

５．「連合愛知２０１０安全衛生担当者研修会（衛生週間）」

　の開催について

　　日　　時：２０１０年９月１４日（木）１３:３０～１７:００

　　場　　所：ワークライフプラザれあろ６Ｆ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会議室

６．２０１０ユース・フォーラムの開催について

　　日　　時：２０１０年９月１７日（金）１３:３０～１９:００

　　場　　所：名鉄グランドホテル

７．２０１０役員共済加入促進キャンペーンの取り組み

　について

８．愛知労働局、愛知県、名古屋市への重点要望書（案）

　について

９．連合愛知助け合い運動について

　　連合愛知の社会的責任として、先駆的・開拓的

　な福祉ニーズに対応するための社会連帯意識を

　基調とした裾野の広い通年的な助け合い運動を

　実施する。

　　期　　間：２０１０年１０月１日（金）～１２月２０日（月）

【議　　事】
１．各種審議会・委員会等への派遣について

２．諸規則の一部改定について

３．連合愛知予備費からの支出について

４．２０１１年度連合愛知登録人員について



月１９日（土）、豊山町のわくわくボウルにおいて、

尾張中地協親睦ボウリング大会を開催しました。

この大会は、組合員・家族の親睦交流行事として毎年開催

しており、今年度は来賓も含め１０４名の参加がありました。

　赤松・石田

衆議院議員や

現参議院議員

である斉藤・

安井両氏、市

町議員からあ

いさつの後、

石田衆議院議

員の始球式で

スタートしまし

た。競技は２ゲ

ームの合計点数（女性・中学生以下ハンデ１５×２）で競

い合いました。優勝～１０位、飛び賞２０～７０位、参加賞と

盛り沢山の景品を用意しており、入賞者には参加者から

盛大な拍手が送られました。本大会は家族を含めた組

合員同士の親睦・交流を深める良い機会となりました。

石
田
衆
議
院
議
員
出
迎
え

あ
い
さ
つ

国会議事堂前にて記念写真

まだまだ若い！ 石田議員

青木代表から入賞者へ「おめでとうございます！」

月４日（金）～５日（土）、政策実現活動の一環と

して、１６名の参加を得て国会見学会を開催しま

した。当日は、バスで小牧市役所南庁舎を７時半に出発、

１２時半国会議事堂に到着後会食、石田衆議院議員・赤

松大臣夫人の出迎えを受け、その後、国会議事堂内を

見学しました。

　幸運にも見学会当日は首相指名の日でした。民主党

内では、民主党両院議員総会で１１時から代表選挙が行

われ、その後、１４時からの首相指名選挙が行われてい

たのです。見学者一同で衆議院本会議を傍聴し、鳩山

由紀夫首相の退陣に伴う首相指名選挙を自分たちの

すぐ目の前で見ることができました。まさに歴史的な

第９４代総理大臣選挙（６１人目）の投票から首相指名ま

でを目の当たりにし、深く感銘を受けました。

　しかしながら、横路議長が菅直人氏を指名した際の

菅氏は傍聴席から見ることができず、ホテルに着いて

からじっくりとテレビを見て再度感銘を受けました。


